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博物館の裏側を知る

　昨年の４月、私は博物館へ異動して

きました。私が最後に博物館へ訪れた

のは、おそらく小学生くらいの時だっ

たかと思います。もう10年以上前に

なるでしょうか。「エントランスにマ

ンモスの骨格標本があったな」くらい

の記憶しかありませんでした。

　数年ぶりの博物館はとても新鮮で、

勉強も兼ねて仕事の合間に展示室を何

度も見て回りました。釧路の文化や歴

史にきちんと触れたのは大人になって

からではこれが初めてかもしれません。

特に印象的だったのは「霧笛」です。

これは視界が悪い霧の中を安全に航海

するために音を鳴らすものです。調べ

てみると、2007年頃から全国的に廃

止の方向となり、釧路の霧笛も廃止に

なっていたようです。かなりの存在感

があり、近くで見ると迫力満点でした。

どうしてこれが印象的だったのかとい

うと、少し話がそれますが、私が高校

生だった頃、部活動で作成していた部

誌の名前が『霧笛』だったからです。

展示を見てふと思い出しました。名付

け親は先輩で、由来はまた少し違った

気がするのですが……もしかしたらこ

の「霧笛」とかけていたのかもしれま

せん。

　博物館で仕事をするということ、こ

れを他の人に話すと、「楽しそうだね」

とか「ゆったりのんびりしてそうだね」

とかいろいろな印象を持たれます。私

自身も同じようなイメージを持ってい

ましたが、「ゆったりのんびり」につ

いては実際に周りを見てみるとそうで

もないように思えます。私は事務職員

なので学芸分野に関する業務はほとん

どないのですが、学芸員の皆さんは観

察会やイベント、企画展の準備などが

あり、その合間に原稿の執筆をしたり

調査のため外に出たりと毎日大忙しで

す。特に企画展は、内容だけでなく展

示のレイアウトやポスターなど、さま

ざまなところに来館者を惹きつけるよ

うな工夫がなされていて、熱意がひし

ひしと感じられます。遅くまで作業を

している方もいて、「ゆったりのんび

り」とは程遠いです。実際に博物館の

裏側に立って見てみないと分からない

こと、気づけないことがたくさんあり、

今とても貴重な経験をさせていただい

ているのだなと感じています。

　長くなりましたが、皆さんが大切に

している博物館を支えられるよう、私

も微力ながら頑張っていきたいと思い

ます。今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。

（伊藤　友香）

暮らしの痕跡を集める

以前にも報告させていただきました

が、ここ数年ほど神社を中心とした釧

路の信仰に関わることを調べています。

この１年ほどの間に、ある神社と寺院

がそのお役目を終えました。

１つは新潟県出身の漁業者が中心と

なって、昭和の初めに故郷の神社から

勧請して建立されたまちなかの神社。

かつては夏に盆踊りも行われていたそ

うで、地域の人々が集う場所でありま

した。

神社の周辺にはかつて同県出身者

が大勢お住まいだったそうですが、ま

ちの郊外に移転するなどして今はほと

んどいないというお話でした。神社と

は関わりのない方が増えて、ここを支

えられる方も地域にはいない。そこで

の判断とお聞きしました。神社の記憶

を伝えるものとして、建物の入り口に

掲げられていた扁額や幟などを収集さ

せていただきました。

もう一つ、まちなみ発祥の地とも言

える地域にある寺院が後継者不在とい

う理由で役目を終えました。秋のお祭

り（昨年９月）が最後と伺い、記録も兼

ねておじゃましました。ご本尊は金毘

羅権現。

堂内には漁業者が奉納されたお札

や漁獲された魚を運ぶために使われた

もっこ、そしてまき網らしき漁法を使

っての漁が描かれた絵馬などがあり、

漁業者から信仰を集めていたことがわ

かります。

釧路はかつて漁獲高日本一を連続

13年、また100万トンを超える年もあ

りました。釧路にとって漁業はまちの

発展に大きく寄与してきました。

「板子一枚下は地獄」。漁業者は常

に危険と隣り合わせであることを教え

てくれることわざです。神社にしろ、

寺院にしろ、大漁祈願や自身の命の

安全を祈る気持ちを託す。奉納された

品々からは、人々にとって今よりも信

仰が身近だったように感じられます。

漁業に限らず、さまざまな人々の暮

らしの痕跡を見つけ出しては集めてい

く。地道ではありますが、このような

活動を続けることでまちの歩みを明ら

かにしていくことができると思ってい

ます。

（戸田　恭司）


